
２０２１年４月４日 主日礼拝 ＜イースター・復活祭・誕生祝福式＞  

  

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美  聖歌１７１番「よびとよ歌え」（１７２番 陰府よりかえり） 

        （主の山に備えあり）    （Glorify thy name） 

使徒信条 

 

   聖  書  ①②                                                                                      ルカによる福音書２４章１３～２４節 (P１３３) 

                                                                                       ③                                                                   ローマ人への手紙１４章７～１２節 (P２５１）                                                                          
 

音  楽                                                                                                                           I believe (Ｖ）  

 

メッセージ   ①②                     「共に歩まれるイエス様」      佐々木智行副牧師   

                ③     「死者と生者との主イエス様」                                                                                         大川従道主任牧師    

 
賛  美                                 「いざ人よ」（聖歌１６８番） （献金） 
頌  栄   「ハレルヤコーラス」・アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 
 

【大和ニュース】      

☆主の御復活を記念し、心からお祝い申し上げます。ハッピーイースター!! 

☆受洗おめでとう！➀扇谷君（小６）。➁長崎姉（青年会）。 

☆転入会者を歓迎します。➀高橋兄（モーセ会）➁高橋姉（ハンナ会）。 

 

* 本日、バルナバ会（Zoom）。 

* J.plus（青年・学生会・YANCHA）。新社会人・新大学・高校・中１も大歓迎!! 

☆「春の墓前礼拝と納骨式」。さがみメモリアルパークにて土曜１５時。マスク着用。 

 

* 今週の祈祷会も大切に！➀水曜夜７時半 ➁木曜朝１０時半 説教は大川牧師。 

* 来週の日曜礼拝は、「召天者記念礼拝」をいたします。（写真持参可・要予約） 
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石の枕  
  

 『嘆きは踊りに変わる』（苦難のなかの希望）―――世界中が注目して来た 

故ヘンリ・ナウエンの著作の本の題です。ハーバード大の教授を辞めて、知的 

障害者のラルシュ・コミュニティで牧者としての最後を過された人。 

 今日の午後、親友のジョナスから電話がありました。彼の娘レベッカが、生後 

４時間で亡くなったというのです。私には慰めることばがありませんでした。 

 （「今は分からないが、後で分かるようになる」とか、「私はよみがえりであり 

命である。たとい、死んでも生きる！」。イエス様のお言葉には力があり慰めが 

あるが、それでも弱い人間である私たちは、中々立ち直れない。） 

 聖母マリアが、イエスのだらりとした遺体を膝の上に抱えている姿は（ピエタ）多くの 

絵画や彫刻のモチーフになってきました。マリアは本当に息子を亡くしたわけでは 

ありません。そこに希望がありました。しかし、息子が十字架で最後を遂げるのを 

自分の目で見るという苦痛は、どれほどつらかったことでしょう！ 
 

 わたしたちは誰もが、苦難に耐え抜くためには言葉以上のもの、霊的な言葉 

さえも超えた何かが必要です。(上部のカッコは大川牧師。以下の文も) 

 私の友人の牧師が弟を亡くしたとき。悲嘆にくれてインドのマザーテレサに手紙を 

書いた。すぐ返事をくださった。「あなたの弟君が死んだことは、まことに悲しいことで 

しょう。心から同情します。しかし、死ななければ、あの天国の最高に美しい場所 

に入れないとすれば、死もまた美しい!!と言えます。」 

 カルカッタで一日何十人もの死体と寄り添って来たマザーテレサでないと言えない 

言葉か。大阪の青年牧師は、このひと言で立ち直ることができた。 
 

 先週、愛する奥様の納骨式で「自分も洗礼を受けて、罪ゆるされ、神の子と 

され、天国に入れていただく特権にあずかりたい」と受洗の決心をされた方が 

おられる。それをきいて、涙が出るほど感動し、主を賛美した。天国でも、昨年 

召されたお母様、先日召天された奥様も、大喜びで天使たちと信仰の先輩たちと 

お祝いしておられることでしょう。ハレルヤ、主よ、感謝します!! 
 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ルカ９章～１２章 Bコース：士師記１２章～サムエル記上６章 


